
２０1４年 １１月 １２日 

「次世代自動車向け高効率モーター用

磁性材料技術開発」（中間評価） 

NEDO 

（２０１２年度～２０１６年度 ５年間） 

電子・材料・ナノテクノロジー部 

プロジェクトの概要 （公開） 

１／２２ 

資料６－１ 



公開 
発表内容 

２／２２ 

Ⅰ．事業の位置付け・必要性 

Ⅱ．研究開発マネジメント 

Ⅲ．研究開発成果 

Ⅳ．実用化の見通し 

NEDO 

NEDO 

実施者 

実施者 

1. 研究目標と研究体制 
2. 研究開発スケジュール 
3. 事業の背景 
4. 事業の必要性 

1. ＮＥＤＯのマネジメント 
2. ＮＥＤＯの関与の必要性 
3. 未来開拓研究としての位置付け 

1. 開発目標と達成度 
2. 検討内容 

1. 実用化までのシナリオ 
2. 波及効果 



公開 

研究目標とアプローチ 
損失を２５％削減するモータの実現 

モータ設計技術 

（Ⅰ）ジスプロシウム 
フリーネオジム 
磁石の開発 

ナノ結晶軟磁性 
材料研究開発 

（Ⅱ）レアアースフ 
リー磁石の開発 

2017年 目標 

＜38MGOe(180℃)＞ 

2022年 目標 

＜50MGOe(180℃)＞ 

2017年 目標 

鉄損 3W/kg台 材料の 
モータ化実証 

モータ材料評価 

③高効率モータの開発 

①磁石材料 ②軟磁性材料 

④共通基盤 

低温焼結・表面処理技術開発 

現状の1.5倍の性能 現状の2倍の性能 電磁鋼板の1/5 

事業原簿 Ⅰ－１３ 

特許調査・技術動向調査 

研究目標とアプローチ 

３／２２ 

飛躍的な性能向上 
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自動車メーカー、モーターメーカー 

高効率モーター用磁性材料技術研究組合（MagHEM） 

東北大学他１６機関 

再委託・共同実施 

基盤技術研究 

③高効率モーターの開発 

委託 

モーターアドバイザー 

ダイキン工業（株）、三菱電機（株） 

インターメ
タリックス
（株） 

愛知 
製鋼
（株） 

（株）Ｔ＆Ｔ 
イノベー
ションズ 

トヨタ 
自動車
（株） 

（株）
デン
ソー 

ＮＥＣトーキン（株） 
ＪＦＥスチール（株） 

④共通基盤技術（低温焼結・表面処理） 

プロジェクトリーダー 

①ーⅠ ジスプロシウ
ムフリーネオジム磁石 

①ーⅡ レアアースフリー新磁石 ② 軟磁性材料 

④特許調査・技術動向調査 

＜プロジェクト体制図＞ 

事業原簿 Ⅱ－５ 

（一財）金属系材料研究センター 

（独）産業技術総合研究所 

４／２２ 

FeN ﾅﾉｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ FeNi 

NEDO 
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2012 2013 2014 2015 2016 
第2期 

（2017～2021） 

①-Ⅰ ジスプロ
シウムフリー磁石
の開発 

①-Ⅱ レアアー
スフリー磁石の開
発 

  

    

② 軟磁性材料
研究開発 

③ 高効率モー
ターの開発 

 
 

 ④ 特許・技術動向
調査、事業化のための
特許戦略策定および
共通基盤技術の開発 

  

M E T I 執行 ★ 中間評価 

予算 （億円） ２０ ３０ ３０   

中間評価に基
づき、テーマ、
体制、目標を
再設定 

中間評価に基
づき、テーマ、
体制、目標を
再設定 

研究開発スケジュール 

新
規
高
性
能
磁
石
開
発 

事業原簿 Ⅱ－５ ５／２２ 

★ 中間評価 

中間評価に基
づき、テーマ、
体制、目標を
再設定 
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ネオジム焼結磁石 磁石の特性推移 

出典：http://homepage3.nifty.com/bs3/Magnet/basic/stt.html#/bs3/Magnet/basic/stt1.htmlを元に作成 

Sm-Co焼結 

鋳造 

事業原簿 Ⅰ－１ 

事業の背景 

６／２２ 
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磁石の生産金額推移（日本、1981～2013） 

出典：JEITAおよびJABM資料 

事業原簿 Ⅰ－２ 

事業の背景 

７／２２ 
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ネオジム磁石の用途別世界需要 

出典：日経ナレッジバンク2011/12/01（三菱総合研究所調べ）を元に作成（2010年) 
各種の市場レポート，公開された統計資料よりMCTR が推定した（2030年) 

（2010年） （2030年） 

情報通信 
情報通信 

風力発電 

自動車 

風力発電 

自動車  

事業原簿 Ⅰ－９ 

事業の背景 

８／２２ 

総量４倍強 
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ネオジム磁石の応用産業別世界需要予測 

出典：各種の市場レポート、公開された統計資料よりMCTR が推定した 

（需要） 

事業原簿 Ⅰ－９ 

事業の背景 

９／２２ 
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ジスプロシウム添加による耐熱性の向上 

事業原簿 Ⅰ－２ 

ジスプロシウムの必要性 

１０／２２ 
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用途別の耐熱使用温度とジスプロシウムの添加率 

(Nd12Dy2)Fe80B6 

(Nd10Dy4)Fe80B6 

MRI 

HDD ABSｾﾝｻ 

ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ 

ｴｱｺﾝ用 

ﾛﾎﾞｯﾄ用 発電機 

HEV用 

Dy 5% 

Dy 10% 

事業原簿 Ⅰ－３ 

ジスプロシウムの必要性 

Nd14Fe80B6 Dy 0% 

１１／２２ 

NEDOプロ（2011年） 
Dy 6% : Dy 40%削減 ★ 

FAﾓｰﾀｰ 
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本プロジェクトの目標値の位置付け 

Dy有（粒界拡散） Dy無 

推定 

事業原簿 Ⅰ－３ 

ジスプロシウムの必要性 

１２／２２ 

★ 

Dyフリー目標値 
38MGOe @180℃ 

★ 

REフリー目標値 
50MGOe @180℃ 

(1.5倍) 

(2倍) 

2021年 

2016年 
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レアアースの世界生産量とジスプロシウムの世界供給量 

ジスプロシウムの世界供給量の推移 レアアースの世界生産量 
（2012年） 

  中国以外 
  中国 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 

出典：工業レアメタル2011、2013 
出典： USGS（埋蔵量、国内輸入はTb・Eu としてのデータがな

いためレアアース（希土類）のデータを表示。） 
REO（Rare Earth Oxide）は酸化物換算量を示す。 

事業原簿 Ⅰ－４ 

希土類元素の資源リスク 

１３／２２ 
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ジスプロシウム、ネオジムの価格動向（ＦＯＢ） 

表の出典： Dy価格：工業レアメタル2011、2013 
        Nd価格：工業レアメタル2013 

高値安定 

事業原簿 Ⅰ－５ 

希土類元素の資源リスク 

１４／２２ 
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現在の競合状況 

日本 中国 米国 欧州 

ネ
オ
ジ
ム
磁
石 

研究開発 

ネオジム
磁石開発
で世界を
リード 

研究レベ
ル上昇中 
 

希土類フ
リー磁石
の開発実
施 

希土類フ
リー磁石
の開発実
施 

産
業
競
争
力 

技術力 
特性・品
質で優位 

技術力向
上中 

ーーーー ーーーー 

コスト 
競争力 

中国より
コスト高 

安価 ーーーー ーーーー 

生産量 
（2013年推定） 

ネオジム
磁 石 1.2
万t生産 

日本の数
倍 

少量 少量 

事業原簿 Ⅰ－１０ 

ネオジム磁石に関する競合状況 

１５／２２ 



公開 

 飛躍的な性能向上によるエネ

ルギー・資源問題の解決 

 日本の産業競争力を強化 

 川上から川下までの連携 

 
 
ＮＥＤＯプロとして推進が必要 

ＮＥＤＯの関与の必要性 

１６／２２ 事業原簿 Ⅰ－１５ 



公開 

•  基礎研究から実用化まで一気通貫で推進する 

•   世界で勝ち抜く製造業復活 

•  成長による富の創出 

 

• 府省の枠を超えた連携と産学官の叡智結集する 

「未来開拓研究」 

未来開拓研究としての位置付け 
出典：経済産業省「平成２５年度産業技術関連予算について」より 

事業原簿 Ⅰ－１４ １７／２２ 

◎ 



公開 

事業原簿 Ⅰ－１４ １８／２２ 



公開 
実施の効果 

CO2排出量削減 
CO2排出量削減 

電力使用料削減 

市場創出効果 
 自動車駆動用モーター 

 産業用モーター 

事業原簿 Ⅰ－１６ １９／２２ 



公開 
Ⅲ．研究開発成果 ＆ Ⅳ．実用化に向けて  
 

成果 実用化 
①－（Ⅰ）ジスプロシウムを使わないネオジム磁石の高性能化技
術開発 

微細化し保磁力達成の目処が
ついた 

現状のラインで生産可能 

①－（Ⅱ）ネオジム焼結磁石を超えるレアアースを使わない新磁
石の開発 

概ね現行の焼結磁石を超える
可能性を示した 

バルク化、保磁力向上、量産化
技術の開発継続 

② 次世代高効率モーター用高性能軟磁性材料の開発 

アトマイズ粉末でナノ結晶が出
来る目処がついた 

自社製造・販売が可能 

事業原簿 Ⅲ－１ ２０／２２ 



公開 
Ⅲ．研究開発成果 ＆ Ⅳ．実用化に向けて  
 

成果 実用化 
③ 高効率モーターの開発 

評価装置を開発し、基本設計
指針を出すことが可能 

各社のモーターに適用可能 

④ 特許・技術動向調査および共通基盤技術の開発 

• 表面処理技術と焼結技術開
発 
• 特許・論文のデータベース化 

共通基盤技術の確立により実
施者の実用化を支援 

事業原簿 Ⅲ－１ ２１／２２ 



公開 

２２／２２ 

新たな高性能磁石の探索 

 レアアースフリーに拘らず広い視野で新たな高性

能磁石となり得る材料の調査・研究を行わせる 

 新たな材料の可能性が見いだされれば体制等を

変更し、プロジェクト成果の最大化を目指す 

ＮＥＤＯマネジメントの今後の方向性 

事業原簿 Ⅲ－１ 
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